
新年を迎えて
会長 浪花 博

明けまして

おめでとう

ございます。

あゆみの会

結成11年を

迎え、寺離

れが深刻な

今日、推進

員の役割に

ついて、も

う一度見直したいと思います。

推進員の大きな役割には、

「自ら聞法に励む」とともに、

「お寺を聞法の道場として、

住職と共に同朋の輪を拡げる」

があると思います。

自ら聞法に励むについて

三帰依文に「仏法聞き難し、

すでに聞く」とありますが、

仏法を聞く御縁は、太平洋に

浮かぶ一枚の板の穴から頭を

出すぐらい珍しいと言われて

います。私たちは本山研修を

受け、仏弟子にしていただい

たのですから、この御縁を大

切にしなければなりません。

何故、仏教が必要か。何故、

真宗・親鸞聖人の教えが大切

か。何故如来から念仏を聞か

ねばならないのか。生老病死

の苦しみをはじめとする四苦

八苦の生活の中で、聞法によっ

て本当の「私」を見つける必

要があります。そんな大切な

聞法会ですが、最近、参加す

るご門徒さんの少ないのが気

になります。

蓮如上人は「世間のひまを

あけて、法を聞くべきように

思うこと、あさましきことな

り。仏法には明日ということ

はあるまじき」とおっしゃっ

ています。今一度、私も含め

て聞法の姿勢を見直す必要が

あるのではないでしょうか。

聞法の輪を拡げよう

寺離れが叫ばれている時、い

よいよ推進員がお手次の寺の

住職と密接に手を携えてお寺

に聞法の輪を拡げる正念場に

来ています。幸いに、大阪教

務所が窓口となって、「同朋

の会サポート事業」が発足し

一ヶ寺一ヶ寺の同朋の会をサ

ポートすることが提案されて

います。せっかくの企画をぜ

ひ活用したいと考えています。

推進員一人ひとりが仲間を作っ

ていく地道な活動と併せて、

お互いに知恵を絞りあって同

朋の輪の拡大を進めたいと思

います。

最後に、あゆみの会も発足

して11年を超え、若干、マン

ネリ感が否めません。あゆみ

の会をよりよく魅力あるもの

にするため、ご意見やご提案

を遠慮なく申し出ていただき、

行動するあゆみの会を目指し

たいと思っています。合掌・
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念仏もうさるべし
新年を迎えて、あらためて胆

に銘じなければならない言葉

を聞きました。

この言葉は、蓮如上人が新年

の挨拶を申しにきた京都・勧

修寺村の道徳と言う人に語っ

た言葉と伝えられます。

念仏は仏の教えを念ずるこ

とを通して自分の生き方を見

つめ直すことと言われます。

(大谷大伝道掲示版から）

蓮如上人は、いついかなる

時も、念仏することを忘れて

はならないよと教えます。

お念仏を忘れていつも生活

に追われて生きていると、自

分を問うことを忘れがちな私

たちに、蓮如上人が問われて

いることに思います。

一年を始めるに当たり、

「念仏もうさるべし」を噛み

しめています。合掌。(本）

今年も、お付き合いくださ

い。

2019第2組聞法会
講師陣決まる

第2組活動の柱、聞法会の日

程と講師陣が決まった。

●「共に学ぶ『正信偈』
講師は新田修巳先生

５月13日(月）

７月３日(水）

９月７日(土）

● 聞法会
６月15日(土）藤園 恵先生

20組 願久寺

８月26日(月）高島洸陽先生

５組 専光寺

10月５日(土）松井 聡先生

13組 心願寺

すべて、午後２時開会。

会場は、後日決まり次第

共に聞き共にお念仏の道を歩む



(和気藹藹で総会
あゆみの会総会報告

細川克彦(佛足寺）

2018年12月16日(日）午後1時

30分から西成区の行圓寺(竹内

博明住職）をお借りして、海

老海恵幸組長(了安寺）、喜左

上恵子補佐(紹隆寺）をゲスト

に総会が開催され、16名が参

加した。吉田副会長(法山寺）

の進行で開会し、真宗宗歌斉

唱。開会挨拶を浪花博会長(法

山寺）、来賓挨拶を海老海恵

幸組長からいただいた。引き

続き総会次第に入り、委任状

を含め会が成立していること

を確認し、事業報告と事業計

画を吉田副会長から説明、引

き続き宮澤会計(即應寺）から、

会計報告、予算案の提案を行

い、細川孝子監査委員(佛足寺）

から監査報告が行われ、慎重

審議の後、すべてが承認され

た。続いて

吉田副会長

から2019年

のあゆみの

会や第2組の

行事予定が

説明され、

併せて大阪

教区が幹事となる「近畿連区

同朋の会研修会の紹介があり

議事を終了した。

休憩後、竹内博明住職から

「真宗の教え」と言う講題で

御法話をいただいた。

先生は、他宗では「教信行証」

の順で、信じてから修行を積

み、物の悟りを得ると言われ

るが、親鸞聖人の教えは「教

行信証」の順に、行も信も阿

弥陀様からいただくものであ

り、仏様が私の側や中に居ら

れることを気付かされる教え

であると話された。

その後、懇親会に移り、紅

茶とお菓子をいただきながら

御法話についての質問や、養

成講座に参加された経緯とそ

の後の歩みを話してくださる

方等で盛り上がった。

また吉田副会長から、新し

い年の例会の持ち方などにつ

いてお聞きもしたが、おおむ

ね役員会にお任せのように感

じられた。懇親会は終始なご

やかな雰囲気で進行し、最後

に恩徳賛を斉唱して閉会した。

(事務局の私事で、皆さんにお

世話になりました。感謝。）
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2019年行事案内
●全推進員のつどい

テーマ「同朋の会をひろめよう

お寺で聴こうお寺で話そう」

２月17日(日）午後１時30分

難波別院 本堂

内容 お勤め、意見発表

法話 講師 川村妙慶先生

●第34回第2組同朋大会

「真宗にであう講演と歌曲の

つどい」

３月２日(土）午後１時30分

難波別院 同朋会館

内容 ソプラノ合唱、講演

講師 梶原 敬一先生

(姫路医療センター小児科Ｄｒ

真宗大谷派 僧侶））

●あゆみの会第1回例会＆第2組

門徒会員研修大会

３月29日(金）午後１時30分

法山寺

法話 講師 廣瀬 俊先生

（17組 法觀寺）

●大推協公開講座

４月10日(火）午後１時30分

難波別院 同朋会館

講師 宮部 渡先生

●第46回近畿連区同朋の会推進

研修会

テーマ「真宗門徒の日常生活ー

お内佛と向き合う」

５月30日(木）～31日(金）

石切 ホテル セイリュウ

講師 池田勇諦先生

参加費 必要

新会員紹介
村岡精一さん（専行寺）

村岡さんは、現住職の武石由

美さんの本山住職修習にも帯同

され、以来、第２組門徒会員と

して、熱心に第２組聞法会や、

教区行事にも参加されている朋

友です。よろしくお願いします。


